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平成２４年度 大学職員情報化研究講習会  
～基礎講習コース～  

開催要項 

http://www.juce.jp/kenshu/kisoko2012/ 

主催：公益社団法人私立大学情報教育協会 大学職員情報化研究講習会運営委員会 
 

 開催趣旨 

 本協会では大学職員の職務能力の開発・強化を支援するため、情報通信技術（ICT）を活用し

た大学改革の企画・提言力、教育・学習支援力、人材育成支援力、それを支える持続可能な情報

環境構築力等の養成を目的として研究講習会を実施しています。 
本コースは、参加者が ICT 活用の可能性や工夫について基礎的な理解を深め、大学の管理運営

や教育活動の充実に向けて主体的に取り組む考察力の獲得を目指します。 

１. 本コースのねらい 
開催趣旨に基づき、参加者が次のような成果を修得することを目指します。 

① ICT の活用が大学の管理運営、教育活動の充実に果たしている役割を認識する。 
② 業務改善に ICT を積極的に活用する姿勢を身に付ける。 
③ 目的達成のために、ICT の可能性や工夫について考察できるようにする。 

２．対象者：私立大学・短期大学に所属する職員 
      （勤務年数の浅い方々や他業種からの転職者で、当協会への加盟・非加盟は問いません。） 

３．日程：平成 24 年 7 月 5 日(木) 12 時 45 分 ～ 7 日(土) 正午解散 

４．会場：浜名湖ロイヤルホテル （静岡県浜松市西区雄踏町山崎 4396-1 ☎053-592-2222） 
＊ 本研修は合宿研修となります。参加者は全員上記ホテルへ宿泊いただきます。 
＊ 原則 1 部屋 2 名で、部屋割りは当方で行います。健康管理については十分ご留意ください。 
＊ シングル利用での希望を受け付けますが、先着６０名までとさせていただきます。 
＊ 最寄り駅 JR 東海道本線「舞阪」駅（浜松駅より約 5 分）より送迎バスを用意しております。 

５．募集定員：２００名 

６．参加費： 加盟校・・・1 名につき 28,000 円 ／非加盟校・・・1 名につき 56,000 円 
参加費の支払い方法は、「8．参加費の支払い」をご覧ください。その他に、宿泊費（2 泊 5 食付）

として 27,500 円を１日目受付時に直接ホテルへお支払いください。または、シングル利用の場合、

宿泊費として 33,500 円をお支払いください。 

７．申込方法 
各大学で参加者を取りまとめ、6 月 25 日(月)までに、Web サイト、もしくは、本開催要項添付の

「参加申込書」に記入いただき FAX で申し込みください。参加申込者についての必要事項は必ず全

員分記入してください。締切日以降も定員に余裕があれば受け付けますので、お問い合わせ下さい。 
Web：http://www.juce.jp/kenshu/kisoko2012/ FAX：03-3261-5473 Tel：03-3261-2798 

８．参加費の支払い 
参加費は、大学ごとに一括して 6 月 29 日(金)までに銀行振込によりお支払いください。 

＜振込先＞ りそな銀行 市ヶ谷支店 普通預金口座 口座番号：００５４４０９ 
名義人：私情協  シジョウキョウ 

＊ お願い：振り込み名義に「k24」の記号を追記願います。 
＊  キャンセルの場合は 6月 28日(木)までにご連絡いただければ振り込み手数料を差し引いた参

加費を返金します。それ以降のキャンセルは、資料代等の実費を請求します。 
＊ 当日のキャンセルは、ホテルのキャンセル料が 100%発生しますのでご了承願います。 
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９．プログラム概要 

第１部 

（１）開会挨拶 

 岡本 史紀氏（芝浦工業大学名誉教授、大学職員情報化研究講習会運営委員会担当理事) 

（２）イントロダクション 

木村 増夫氏（上智大学学生局長、大学職員情報化研究講習会運営委員会委員長） 

（３）講義１「大学改革における ICT 活用の重要性を理解する」 

石井 博文氏（芝浦工業大学専務理事） 

大学改革を推進するには、教職員の叡智を結集した新たな価値創造が求められている。ICT の活

用も、従来の業務処理から教職協働でネット上で対話を行い、創発的に議論を展開し、適切な意思

決定をする手段へと質的に変化してきている。 

大学の管理運営、教育研究活動の充実を図る戦略として、情報を多面的に活用することの重要性

と情報を体系化・統合化する仕組み作り及び教職員が情報を活用してどのように新しい課題に関与

すべきか、「教育情報の公表」を題材にして、創発的な議論を形成する手段として ICT 活用におけ

る可能性と課題を解説する。 

（４）講義２「ICT を活用した主体的な学修環境の構築」 

斉藤 和郎氏（札幌学院大学教務部事務部長、大学職員情報化研究講習会運営委員会副委員長） 
土肥 順一氏（京都産業大学情報センター課長、大学職員情報化研究講習会運営委員会委員） 

一方向型の授業が多いため、学生が自発的に学習をすることが極めて少なくなっている。また、

教室外の学習時間を確保する組織的取り組みも進んでいない。単位の実質化を図るためには、学生

自らが考える仕組みを構築することが重要で、ICT 環境の中で事前・事後学習及び学習到達度の点

検・評価を実現する仕組みが必要不可欠となりつつある。 

教育の質的転換を図る取り組みとして、ICT を活用した主体的な学修環境について課題を整理す

る。 

（５）全体討議「ICT の戦略的活用を実現するための大学職員の役割」 

<登壇者> 

岡本 史紀氏（芝浦工業大学名誉教授、大学職員情報化研究講習会運営委員会担当理事) 

石井 博文氏（芝浦工業大学専務理事） 

斉藤 和郎氏（札幌学院大学教務部事務部長、大学職員情報化研究講習会運営委員会副委員長） 
土肥 順一氏（京都産業大学情報センター課長、大学職員情報化研究講習会運営委員会委員） 
井端 正臣氏（私立大学情報教育協会事務局長） 

<進行役> 

木村 増夫氏（上智大学学生局長、大学職員情報化研究講習会運営委員会委員長） 

講義１、講義２を踏まえて、参加者からの質問・意見、参加者への問い掛けも取り入れた、双方

向の議論を交わすことにより理解を深めていく。その上で、大学改革の推進や主体的な学修環境の

構築など、ICT を戦略的に活用するために職員が果たす役割や身につけるべき能力（「職員力」）に

ついて多角的視点から関連付けを確認する。 
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第２部 

（１）グループ討議 

大きく３つのステップに分けて段階的に行い、最終日の発表会につなげる。各ステージに到達度

評価項目と指標を設け、自己評価により到達度を確認する。 

＊グループ討議は 8名程度で１グループを、4～5 グループで 1 班を組み、班ごとに部屋を分けて行います。 

ステップ１ （1 日目 16:30－17:15、2 日目 9:00－10:30） 

第１部を参考にして、グループ討議で扱う ICT を活用した大学改革、教育改革、学習環境改善等

の具体的なテーマを決める。続いて、その目的、ねらい、目標、成果のイメージ等について、グル

ープ内で共有する。 

 テーマ例）単位の実質化を図るために、ICT を活用して学修環境をいかに改善するか 
      ステークホルダーとのコミュニケーションツールとして Web サイトを活用するには 

 ★到達度評価 
・ 課題発見能力：大学が抱える諸問題について、その本質的な課題を探るため、多様な観点か

ら事象を分析しようとする態度を持つ。 

ステップ２ （2 日目 10:45－17:30） 

選定したテーマについて、それを実現するためにはどのような段取り、組織・体制づくり、経営

リソース（人・モノ・金・情報）が必要になるか、ICT をどのように活用するか、想定される課題・

障害とその対応方法、成果や達成度の評価指標について討議を行い、「企画書」としてまとめる。 

★到達度評価 
・ 創造的思考力：課題解決を図るため、積極的にアイデアや意見を述べて、創造的な議論を促

そうとする態度を持つ。 
・ コミュニケーション能力：他のメンバーの意見やアイデアを尊重し、議論を発展させるため

にお互いに協調しようとする態度を持つ。 
・ スキルを使う姿勢と態度：討議を通じて学んだ成果を認識し、これを常に磨きながら、自身

の大学の教育改善に使おうとする態度を持つ。 

ステップ３ （3 日目 9:00－10:00） 

「企画書」に基づき発表用スライドの作成、発表練習、想定問答集の作成を行う。 

 ★到達度評価 
・ プレゼンテーション能力：グループでの討議内容を他のグループに分かりやすく伝えるため、

相互に協力しながらスライドを作成する。 

（２）発表会・意見交換会 

班単位で、各部屋において、企画書発表会、他グループからの質疑応答、意見交換を行う。 

 ★到達度評価 
・ 発展的思考力：質疑応答や他グループの発表から、新たな着眼点や改善点を発見して、それ

を相互のブラッシュアップにつなげようとする態度を持つ。 

（３）省察・アンケート記入 

グループ討議の経過、発表会・意見交換会を踏まえて、企画書、発表、質疑応答等について省察

を行う。最後に参加者アンケートを記入・提出する。 

事後研修  

省察を踏まえて、グループとしての研修報告を A4 で 1 枚にまとめ、「企画書」と発表スライドを

添付資料として７月末までに提出する。 提出先：kisoko2012@juce.jp



 - 4 -

  平成２４年度 大学職員情報化研究講習会 基礎講習コース タイムテーブル   
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今回は「考える」研修でした。これまで

いかに「考える」ということに怠けていた

か痛感し、このままだと、学生に考えろと

いうことができない。今後、学生と共に課

題を見つけて考え解決することで、問題が

大学にあれば、それを学生の人間形成につ

なげ活かしたいと思う。（20 代 D 班） 
 
情報技術の活用において、導入やテクニ

ックが必要ではなく、プロセスが大切であ

ることがわかった。物事の本質を見抜こう

とする意識、建学の理念や教育目標との関

連付けが必要であることがわかり、常に意

識して仕事を行っていきたい。（30 代 E 班） 
 
教職協働は大学をつくりあげていく上で、

とても大きなことであると感じている。教

員から職員への協力を待つのではなく、自

ら教員とコミュニケーションを取るように

努力しなければならいないと改めて思った。

学生の不安・不満・要望を教員と一つでも

多く解決していければと考えた。（20 代 C
班） 
 
情報を処理する能力だけでなく情報を活

用する能力が必要とされている。情報を活

用するためには、まずどのような方法で情

報を共有されているのかを知り、学ぶ必要

が大切で今後もいろいろな物を知り、活用

できる能力を持てるようにしたい。（20 台

B 班） 
 
様々な意見が出ることで多面的にかんが

えることができ、視野を広げることが出来

た。業務でも可能性を広げて考えてみるこ

と、意見を出し合い計画を練り上げる過程

を取り入れたい、そのため、職場で定期的

にディスカッションする場を設けたい。

（20 代 B 班） 
 
今後の大学の在り方の根幹を改めて考え

させられた。今の大学は大変大きな役割を

課せられて、他人任せではなく主体的に教

職員の壁を取り払って全力をあげねばなら

ないと思った。（40 代 F 班） 

情報とは業務の処理能力を上げるツール

としか目が行っていなかった、情報をどの

ように収集・分析・共有・選択・表現する

などのあらゆる能力が備わっていないとい

けないことに気付いた。（20 代 E 班） 
 
他者の意見を否定せず、それを自分の意

見に結びつける関係性を持たせてシナジー

効果を得ることが体感できた。また、今回

のように目的やテーマを設定し、ブレそう

になったらしっかりと立ちかえることで、

論理の通った企画やそれに向けた行動がで

きるのではないかと強く感じた、問題発見

から課題解決、そしてその過程でのコミュ

ニケーションなど普段の職場で求められる

能力が向上したと思う。（20 代 A 班） 
 
通常の研修では参加型ではなく「受け身」

のスタイルが一般的だが、参加しなければ

取り残されてしまう危機感があって良かっ

た。日常の業務では客観的に大学の状況を

見まわしたり、問題点を改善するよう立案

することは少ないので良い気づきの時間だ

った。（30 代 C 班） 
 
全国の大学から多種多様な業務・キャリ

アを持つ方々が集い、大学の現状について

深く掘り下げ熱く語る、そうした機会は今

後のキャリア形成の上でも非常に有意義だ

った。頭から何度か煙があがりましたが、

チーム全員で作り上げたパワーポイントを

見たとき、ここに来て良かったと心から思

えた。（20 代 A 班） 
 
業務内容だけでなく、職員の意識改革が

重要だと感じた。少子化が進んでいく中で、

まだ私立大学での対策が本学では不十分で

ある。情報を活用して戦略的なアプローチ

へとつなげなければ生き残っていくのは困

難であり、若い世代の私たちが、何でも進

んでやっていきたいという意欲向上につな

がった。（20 代 F 班） 
 
 
 

参考：参加者の声 
平成 23 年度アンケートより抜粋 


